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科学博物館に培養・保存されている浮遊性アナベナ培養株の形態と分類
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Niiyama Yuko 1996: Morphology and Systematics of Anabaena Strains in National Science Museum. Jpn. J. Phycol. 

(Sorui) 44: 1-8 

百leorigin and the morphological characters of tw叩 tyseven Anabaena str四nsmaintained in血eDepartment of Botany， 

National Science Museum， including seven spe口essuch踊 Anabaenaaffinis， A. crassa， A. s田 -aq閥 e，A. lemmermnnnii， 

A. smithii， A. sp田 dA. spiroides，町ereported， toge血erwith one private strain， Anabaena reniformis， which h田 died

but was used in some physiological studies百官邸datawill give useful information for diverse fields of algal research. 
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緒言

浮遊性藍藻の研究のために 1990年と 1991年に日本

のいくつかの湖沼で採集された試料から，著者はアナ

ベナ属の藻を分離・培養し，観察する機会を得た。こ

れらの培養株は様々な機関で研究材料として使用され

ており(渡辺良之，私信)，今後もそれらを用いた研究

が行われると予想されるので，そのような研究に基礎

資料を提供し，同時に日本産アナベナ属の分類学的研

究に新たな知見を加える目的で本研究は計画された。

本研究で用いた藻株は国立科学博物館の藻株保存庫で

継代培養されている。ここでは上記アナベナ属藻株の

由来，形態，分類について報告する。

で継代培養されている29株のアナベナの株番号 (TAC

番号:TAC=Ts蜘 .baA1gal Collection) ，産地，採集年月，

採集者，および種名を表1にまとめて示す。なお著者

(分離者)の培養株番号のついたA20という株は， TAC 

株に入れる前に死滅してしまったのだが，それ以前に

A20株として生理的研究に利用されていたので(山本

鈴子，私信)，ここでTAC株と一緒に報告する(表1)。

またTAC434とTAC435では著者はアキネートを観察

できなかったので表1に記すにとどめこれ以上言及し

ない。

結果と考察

観察したアナベナ属28株の形態について種類毎に

材料と方法 以下に述べる。

マイクロピペット洗浄法を用いて，単藻培養を得 Anabaena affinis Lemmermann 

た。分離と培養にはCB倍地 (Wa凶 abe，Kぉ剖釦dSudo TAC439 (Fig.l)， TAC440 (Fig.2) :シラルトロ湖，

1988)を用いた。分離した株は，温度20'C，照度4，α)() TAC442 (Fig.3) :霞ヶ浦。

1ux， 16時間:8時間明暗サイクルで約2逓間培養増殖 トリコームは浮遊，たいていまっすぐだがやや曲が

後，さらに温度 18'C，照度 1，000lux， 8時間:16時間 ることもあり，先端部分は細く，互いに側方で接して

明暗サイクル(科学博物館保存庫の培養条件)に移し 束状に集合する。栄養細胞は球形，楕円形ないし樽形

て培養増殖後約4週間目に植継を行い，同時にアキ だが，トリコーム先端の数細胞では細長く，両端の丸

ネートの成熟を確認してから25%グルタルアルデヒド い円筒形，径 (2.7・)5.3-6.7仰し長さ 3.5-8(ー15)凶n，

で固定し，観察や接眼マイクロメーターと対物マイク ガス胞を持つ。異質細胞は球形，径4.5-8~，長さ 4-

ロメーターを使ってサイズの計測を行った。 8仰n。アキネートは楕円形ないし両端の丸い円筒形，

著者が分離し，現在も国立科学博物館の藻株保存庫 径7.5-13仰し長さ 14-40問1，異質細胞に隣接するかそ
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のすぐ近くに 1個または2個並んで形成される。

これまでに日本で発表されたA.affinisと同じように

(cf.Wa凶 abe1992).今回観察された天然試料において

も，またその分離培養株においてもトリコーム先端の

数細胞は細長いことが確認された。

Anabaena crassa (Lemm.) Komarkova-Legnerova et 

Cronberg 

TAC436 (Fig.4) :阿寒湖。

トリコームは浮遊，単独，規則的らせん形，らせん

の径は約35・55阿1。栄養細胞は球形，半球形または樽

形，径6ふ 12.5仰1. 長さ 3ふ 10凶1. ガス胞を持つ。異

質細胞は球形，径8・10.5仰し長さ 8・11.5凹10 アキネー

トは天然試料中でもまた培養株 (TAC-436)でも非常

に稀にしか観察できなかったが，楕円形ないし両端の

丸い円筒形で，径約201JIll.長さ約25.5仰，異質細胞

から離れて形成される。 Komarkova-Lergnerovaand 

Eloranta (1992)も本種ではアキネート形成が稀と報告

している。培養下での増殖は非常に遅い。

Anabaena l1os-aquae Brebison ex Bornet et Flahault 

TAC429 (Fig. 5). TAC430 (Fig. 6) :弘前城堀，

TA臼45(Fig.7) .TAC446 (Fig.8) :霞ヶ浦。

トリコームは浮遊，単独または多数が絡み合い，不

規則形または一部分規則的ならせん形。培養株によっ

てはトリコームはかなり短くなる傾向がある。栄養細

胞は球形，楕円形，半球形ないし:長短の樽形，径3ふ

7仰し長さ 3.5-8仰1. ガス胞を持つ。異質細胞は培養株

では小数しか観察できず，球形，径5.5ふ-毛8仰1.長さ 6.5

8仰no。アキネ一トは両端の丸い円筒形でやや湾曲し，

径6令-14仰，長さ 11-29.51JIll.異質細胞から離れて l個

または2.3個並んで形成される。培養下での増殖はか

なり速い。

Anabaena lemmermannii P. Richiter 

TAC437 (Fig. 9). TAC438 (Fig.lO) :阿寒湖。

トリコームは浮遊，不規則形，単独または多数絡み

合う。栄養細胞は球形，半球形，または楕円形，径4・

6仰し長さ 2.5-7凹1. ガス砲を持つ。異質細胞はほぼ球

形，径5-6阿1. 長さ5・7.5阿10アキネートは両端が丸い

円筒形でやや湾曲し，径8.5-11.5凹n.長さ 13ふ24仰1.

異質細胞の片側または両側に隣接して l個ないし2.3 

個並ぶ。

本種はアキネートの未成熟時にはA.l1os-aquaeと見

分けがつかないものの，アキネートが常に異質細胞に

隣接して形成される点で区別される。また上記A.110s-

aquaeの培養株と異なり本培養株では異質細胞は普通

に見られ，天然資料により近い形態を示す。

Anabaena planctonica Brunnthaler 

T AC421 (Fig. 11). T AC422 :大沼.T AC423 (Fig. 

12). TAC424 (Fig. 13) :塘路湖。

トリコームは浮遊，単独，まっすぐ。栄養細胞は球

形ないし樽形，径7ふ 12仰1. 長さ 3ふ 13.5仰1. ガス胞

を持つ。異質細胞は球形，経8.7・121JIll.長さ 8.7・14問10

アキネートは楕円形ないし円筒形，径 12・18凹1. 長さ

20・37(・57)仰し異質細胞に隣接せずその近くに1個ま

たは2個並んで形成される。

Anabaena reniformis L巴mmermannemend. Aptekarj 

A20 (Fig. 14) :志方二子池。

トリコームは浮遊，単独，たいていは非常に密な規

則的らせん形またはぱね状，一部特にアキネート形

成部位の近くでらせんが緩く伸びる場合がある。らせ

んの径は約 18-30同1。栄養細胞は小さく，楕円形ない

し腎臓形または球形ないし短い樽形，径3-4.5仰n.長

さ3・7阿1. ガス胞を持つ。異質細胞はほぼ球形，栄養

細胞よりやや大きく，径4・6仰n.長さ 5.5・7仰n。アキ

ネートは球形，直径 10・II仰L 異質細胞の片側または

両側に隣接して形成される。アキネートは天然試料で

は観察できなかったが，培養株で観察できた。

日本新産。

この株は明治大学の山本鈴子博士の分析によれば無

臭であり，未だ研究論文等に引用されてはいないが，

現在も山本博士の研究室で継代培養されている。

Anabaena smithii (Komarek) M. Watanab巴

TAC428 (Fig. 15) :茨戸湖.TAC431 (Fig.16). 

TAC432 :弘前城嬬.TAC450 (Fig.17). TAC451 (FIg. 

18) :阿寒湖。

トリコームは浮遊，単独，まっすぐ。細胞は球形な

いし短い樽形，径6-9μm.長さ 2.5-7.51JIll.ガス胞を

持つ。異質細胞はほぼ球形，筏7・9仰1.長さ 6.5・7.5阿1。

アキネートはほぼ球形，経(10-)13ふ161JIll.長さ (12・)

15・18.3仰1.異質細胞に隣接せずその近くに1個ないし

数個並んで形成される。

Anabaena sp. 

TAC425 (Fig. 19). TAC426 (Fig. 20) :塘路湖，

TAC448 (Fig. 21). TAC449 (Fig.22) :相模湖。
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Table 1. Collected area皿 ddate. collector. isolator and species name of each TAC strain 

表1.各TAC株の産地、採集年月、採集者、分離者および種名

種名
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。
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*: A20は著者の培養株番号、詳細については本文を参照のこと。

本表のTAC434.TAC435はアキネートが観察できなかったので本文では詳述しない。

前者のシノニムではないかと考えている)。しかし，こ

こで報告するものは異質細胞の方が栄養細胞よりやや

大きく，またアキネートはより大型で，異質細胞に隣

接して形成される場合もある点で，上記の2分類群と

異なっている。そこで，ここではAnabaena.sp.とする

にとどめる。

Anabaena spiroides Klebahn 

TAC443 (Fig.21) . TAC444 (Fig.22) :霞ヶ浦。

トリコームは浮遊，ほぽ規則的らせん形，単独また

は数個が絡まる。らせんの径は約 35-50仰n，間隔は径

とほとんど同程度。栄養細胞は短い樽形，豆球形ない

トリコームは浮遊，単独，規則的らせん形を示し，

らせんの径は約60-130阿1，間隔は径とほぼ同程度かや

や広い。栄養細胞は球形ないし短い樽形，径8.5-14問1，

長さ 4-12仰n，ガス胞を持つ。異質細胞はほぼ球形，直

径 10-16問。アキネートはほぼ球形，径 16-28仰，長

さ18-30仰n，異質細胞から離れてまたは隣接して(異

質細胞とアキネートの間隔は0-8細胞)1個または2個

並んで形成される。

本培養株の形態は，Anabaena mucosa Komarkova-

Legnerova et Eloranta (1992)，または A.spiroides f. 

ucrainica (Schkorb.) Elenkin (1938) に類似する

(Komむkova-Legnerovaand Eloranta (1992)は，後者を
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Figs.l・3.Anabaena affinis (1=TAC439，2=TAC440，3=TAC442) ，Fig. 4. A. crassa (=TAC436). Scale=lO仰n.

し球形，径6-8.5仰1，長さ 2.5・6.51JIl1.ガス胞を持つ。異

質細胞はほぼ球形，径7・91JIl1.長さ 6・8.5凶n。アキネー

トは楕円形ないし長卵形，径 12・16μm，長さ 16.5・

22.5凹n，異質細胞の近くに 1個または2個並んで形成

される。

Klebahn (1895) は未成熟なアキネートが異質細胞

に隣接すると記述したが， Geitler (1932)はアキネー

トは異質細胞に隣接するかまたは離れて形成されると

い一方Komarek(1958). Koma釘批r水k加.ov吋a岳ι-Leg伊nerov泊a釦 d

Eloran旬(1992)は離れて形成されるとした。本培養株



科学博物館のアナベナ培養株 5 

ーーー吋

Figs. 5， 6， 7， 8. Anabaena f1os-aquae (5=TAC429. 6=TAC430. 7=TAC445. 8=TAC446) . Figs. 9.10. A. Jemmennannii (8=TAC437. 

9=TAC438) . Scale=1O阿.

ではアキネートと異質細胞との間隔は 0-8細胞で，両 径9.3-12凶n，長さ 12.7-16(・26)仰n。

者は隣接する場合としない場合がある。

Anabaena viguieri Denis et Fremy 

TAC433 (Fig.21) :志方二子池， TAC44 1 (FIg.22) : 

霞ヶ浦。

トリコームは浮遊，単独，まっすぐ。栄養細胞は球

形ないし短い樽形，径4.7-7.5凹1，長さ 2-6.5阿1，ガス

胞を持つ。異質細胞は球形，径4.7-7μm，長さ 4.5-

6.5仰n。アキネートは楕円形，稀に河端の丸い円筒形，
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15 16 17 18 

Figs. 11，12，13. A.pJanktonica (1 I=TAC421 ， 12=TAC423， 13=TACヰ24). Fig. 14 Anabaena reniformis (=A20) ，Figs. 15-18. A. smithii 

(l5=TAC428，16=TAC431， 17=TAC450， 18=TAC451) . Sc叫e=1O凹n
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Figs. 19-22. Anabaena sp. (19=TAC425， 20=TAC426， 21=TAC448， 22=TAC449) . ScaIe=¥O仰n.
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